令和６年度伊奈町当初予算の概況
一般会計予算規模（過去最大）
　１５４億８，４００万円
　　（対前年比１１億９，６００万円、８．４％の増）
長らく続いたコロナ禍を経て、社会経済活動は正常化しつつありますが、エネルギー価格や物価の高騰が、町民生活や地域経済に大きな影響を与え続けています。
このような状況において、令和６年度も、町民の皆様の生命や生活を守り抜くとともに、町民の誰もがいきいきと元気に暮らし、笑顔がはじける、活力に満ちたまちを目指します。
なお、一般会計と４つの特別会計をあわせた予算総額は、２３０億７，１２３万７千円、対前年比１６億１，２３１万６千円、７．５％の増となりました。
＜主な事業＞
　〇「子ども・子育て支援」関連事業 　 　　　　　　　　　　　　６１，０７６千円
	・妊婦初回産科受診料支援事業（新規：健康増進課）
	１００千円

	経済的に余裕のない妊婦に対して、初回の産科受診に係る費用を助成することにより、受診時の経済的負担軽減を図るとともに、継続的に必要な支援につなげる。

	・妊娠後期支援事業（新規：健康増進課）
	２，３６５千円

	妊娠後期に通院する妊婦の身体的負担や、送迎などに携わる家族の負担軽減を図るため、健診のための通院時における交通費の一部を支援する。

	・１か月児健康診査支援事業（新規：健康増進課）
	１，１４９千円

	産科医療機関にて個別健診で実施している１か月児健康診査の費用を助成し、出生後から切れ目のない健康診査の実施体制を整備する。

	・医療的ケア児保育支援事業（新規：子育て支援課）
	８，１０８千円

	医療的ケアを必要とする児童に合わせた保育を実施できるよう、必要な人材の確保と施設の整備を図る。

	・多子世帯就学支援事業（新規：学校教育課）
	７４７千円

	多子世帯の経済的負担軽減のため、第３子以降の新小学１年生に、入学のお祝いとして体育着をプレゼントする。

	・子ども・子育て支援事業（新規：子育て支援課）
	３，４０２千円

	乳幼児期の教育・保育や、地域の子育て支援の提供体制を確保するため、第３期伊奈町子ども・子育て支援事業計画を策定する。

	・母子保健健康指導相談事業（継続：健康増進課）
	３，１７１千円

	退院直後の母子に対し、これまでのアウトリーチ型の産後ケアに加えて宿泊型のケアやサポートを実施し、産後も安心して子育てができる支援体制の充実を図る。

	・出産・子育て応援事業（継続：健康増進課）
	３１，７２２千円

	出産、育児等に関する面談等を行う伴走型相談支援と、育児関連用品購入費用の負担軽減を図る経済的支援を実施し、全ての妊婦・子育て家庭が安心して出産・子育てができる環境を整備する。

	・子育て応援事業（継続：子育て支援課）
	６，０００千円

	埼玉県が実施している「子育てファミリー応援事業」と共同で、第一子から３万円相当の経済的支援を行うことにより子育て環境の充実を図る。

	・保育士奨学金返済支援事業（継続：子育て支援課）
	１，２６０千円

	町内における保育人材の確保を図り、保育士が働きやすい環境を整備するため、私立保育所等で新たに就労する保育士の奨学金返済費用の一部を支援する。

	・総合センター整備事業（継続：コミュニティ推進課）
	３，０５２千円

	施設利用者が快適かつ安全に利用できるよう、児童館内のトイレを洋式化し、利便性の向上を図る。


〇「いきいき長寿・健康」関連事業　　　　　　　　　　　　　　５２，４０９千円
	・骨粗鬆症検診実施事業（新規：健康増進課）
	５５４千円

	特定の年齢に達した女性を対象とした骨粗鬆症検診を新たに実施し、早期に骨量減少者を発見することで、生活習慣の改善や介護予防に繋げ、健康長寿を支援する。

	・国保疾病予防事業（国保特会）（拡充：保険医療課）
	３，００５千円

	・後期高齢者保健事業（拡充：保険医療課）
	４７，９９４千円

	人間ドックを受診する際の検診料の補助限度額を引き上げるとともに、新たに脳ドック検診を補助対象に加え、生活習慣病予防と病気の早期発見を図る。

	・いきいき長寿パスポート事業（継続：いきいき長寿課）
	３４６千円

	希望する高齢者（６５歳以上）に交付する「いきいき長寿パスポ－ト」の特典やサービスが受けられる協賛店を増やすことで、高齢者に積極的な外出を促し、健康長寿へ繋げる。

	・シニアスマホ教室実施事業（継続：いきいき長寿課）
	５１０千円

	高齢者（６５歳以上）を対象にした「シニアスマホ教室」を実施し、高齢者の社会進出や指先を動かすことなどで認知症対策に寄与する。


　　
〇「災害に強いまちづくり」関連事業　　　　　　　　　　    ５８５，６２７千円
	・耐震シェルター等補助事業（新規：都市計画課）
	１０，５００千円

	地震発生時の被害を最小限に留め、人命を守るため、旧耐震基準の住宅に耐震シェルターを設置する費用の一部を補助する。

	・消防施設整備事業（新規：危機管理課）
	２７７千円

	町北部における消防緊急車両の走行限界エリア外地域解消を図るため、新たな消防施設の建設予定地の検討を行う。

	・役場庁舎建設事業（継続：ＤＸ推進・新庁舎整備室）
	１２１，９６３千円

	令和９年度中に新庁舎の供用開始を図るため、基本設計等を実施する。


	・緊急浚渫推進事業（継続：土木課）
	３９９，０８１千円

	大雨による水害被害の軽減を図るため、調整池や排水路の堆積土砂等の浚渫工事を実施する。

	・原市沼川改修事業（継続：土木課）
	５３，８０６千円


	原市沼川の治水能力を高め、流域の浸水被害を軽減させるため、上尾市と共同で原市沼川の用地の測量業務や浚渫工事を実施する。


〇「ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）推進」関連事業　４３，１９６千円
	・ＤＸ推進事業（継続：ＤＸ推進・新庁舎整備室）
	２２，０８５千円

	行政事務におけるＤＸ（ＲＰＡ、ＡＩ－ＯＣＲ、生成ＡＩ、音声テキスト化サービス等の活用）の推進、情報セキュリティ対策、電子申請等による行政手続きのオンライン化等を進め、住民サービスの利便性向上や行政運営の安定化を図る。

	・マイナンバーカード申請・交付事業（継続：住民課）
	２１，１１１千円

	マイナンバーカードの申請・交付がしやすい環境を整え、マイナンバーカードの普及を図るため、訪問や住民課窓口での申請サポートを実施する。


,
〇「脱炭素促進」関連事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５，１３６千円
	・環境基本計画推進事業（新規：環境対策課）
	３，１２４千円

	環境の保全及び創造に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、第３次伊奈町環境基本計画を策定する。

	・脱炭素促進事業（拡充：環境対策課）
	２，０１２千円

	森林環境譲与税基金を活用し、横瀬町と連携しながら、温室効果ガスの排出抑制に取り組む。


〇「伊奈の魅力発信」関連事業　　 　　　　　　　 　　　　　　２５，７４６千円
	・ばらサミット運営事業（新規：都市計画課）
	２，３５０千円

	令和６年５月開催予定の第３３回ばら制定都市会議（ばらサミット）in伊奈を通じて、全国の加盟自治体とバラによる交流を深め、県内唯一の加盟自治体として、「バラのまち伊奈」の魅力を全国へと発信する。

	・町のにぎわい創出事業（拡充：元気まちづくり課）
	４，１１８千円

	伊奈町版スーパー・シティプロジェクトの事業化に向けて、持続可能でコンパクトな賑わい拠点の創出等について調査研究する。

	・広報事業（拡充：秘書広報課）
	１７，２３５千円

	町ホームページをリニューアルし、利用者が使いやすく、情報を入手しやすい構成にするとともに、町の情報発信力の強化を図る。

	・忠次公によるまちづくり事業（継続：元気まちづくり課）
	２，０４３千円

	郷土の偉人である伊奈備前守忠次公の功績を称える忠次公レキシまつりを開催するとともに、伊奈氏ゆかりの商品開発を行い、観光資源としての魅力の向上を図る。


〇「産業振興のまちづくり」関連事業　　　　　　　　　　　　　１５，３１８千円
	・土地改良事務費（継続：アグリ推進課）
	７，５４２千円

	農業者の安定的生産や農地の有効利用を推進するため、大針地区で実施されている農地中間管理事業により、集積・集約されたほ場の区画拡大を実施する。

	・農家・生産団体支援事業（継続：アグリ推進課）
	７，７７６千円

	農事組合等の運営費補助、多面的機能支払交付金の交付、伊奈マルシェの開催など、営農意欲のある農業者、新規就農者及び各地区農事組合や各生産団体の支援を行う。


　

〇「教育環境充実のまちづくり」関連事業　　　　　　 　　　 ２５５，２６６千円
	・学校理科教材整備事業（新規：学校教育課）
	１，２１２千円

	老朽化備品を計画的・継続的に新規備品に更新し、理科教育における観察実験等の水準を維持する。

	・学校ＩＣＴ環境整備事業（拡充：学校教育課）
	２９，３４８千円

	授業支援システムを更新し、児童生徒の学力向上、学習意欲の向上を図る。また、採点システムを中学校に導入することにより、更なる業務改善の推進を図る。

	・教育委員会事務局事務費（拡充：教育総務課）
	９，４１２千円

	子どもたちがより良好な環境で活動できるよう、各小中学校の屋内運動場における環境面、技術面、維持管理面等の課題を検討するための調査を実施する。

	・中学校整備事業（継続：教育総務課）
	２１４，５２５千円

	生徒に安全で快適な学習環境を提供するため、南中学校校舎のトイレを改修するなど学校施設の整備を推進する。

	・地域部活動検討推進事業（継続：生涯学習課）
	７６９千円

	休日部活動の地域クラブ活動への移行に向けて、中学校の部活動地域連携・地域移行検討委員会を開催し、実証事業を実施する。


〇「広域連携のまちづくり」関連事業　　　　　　　　　　　　７７５，６１３千円
	・上尾伊奈斎場つつじ苑管理運営事業（継続：環境対策課）
	１５，１５２千円

	斎場の管理運営及び施設の老朽化に伴う修繕等に要する経費の町負担分。

	・上尾、桶川、伊奈衛生組合運営事業（継続：環境対策課）
	３２，９９２千円

	上尾、桶川、伊奈衛生組合の運営費を負担し、収集したし尿や浄化槽汚泥の適正な処理を図る。

	・ごみ広域処理施設整備事業（継続：環境対策課）
	６３，０４６千円

	上尾伊奈資源循環組合の運営費を負担し、ごみ広域処理施設の整備を推進する。

	・消防広域化運用事業（継続：危機管理課）
	６６４，４２３千円

	上尾市との消防広域化の委託事務の管理及び執行に係る経費の町負担分。


　〇その他事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，４４２，４５７千円
	・志久駅バリアフリー化町道整備事業（新規：危機管理課）
	９，９５５千円

	志久駅エレベーターの設置に先立ち、既存の新幹線側道を切回す必要があるため、当該道路の詳細設計業務及び路線測量業務を実施する。

	・空き家対策事業（新規：都市計画課）
	２４８千円

	空家等対策協議会を設置し、空家等に関する施策を総合的かつ計画的に推進する。

	・地域福祉計画策定事業（新規：社会福祉課）
	３，６２６千円

	地域福祉の効果的な推進を図るため、福祉分野の個別計画の上位計画として位置づけられる第３期地域福祉計画を策定するとともに、併せて成年後見利用促進計画を策定する。

	・交通安全啓発事業（拡充：危機管理課）
	７０４千円

	自転車用ヘルメットの着用促進と交通事故による被害軽減のため、自転車ヘルメットの購入に対し補助金を支給する。

	・国際化推進事業（拡充：コミュニティ推進課）
	３，０１４千円

	新たに国際交流イベントを実施し、多文化共生社会実現に向けた啓発を行うとともに、異文化理解の促進や窓口での通訳支援を行うことで、国籍や言語に関係なく安心して暮らせる町を目指す。

	・総合振興計画策定事業（継続：企画課）
	６，８９４千円

	今後、町が目指すべきまちづくりの方向性を明確にし、計画的に各種施策を推進するため、令和４年度から６年度の３か年で基本構想・前期基本計画を策定する。

	・基幹的設備改良事業（継続：クリーンセンター）
	１，２８８，８５９千円

	ごみ広域処理施設が稼働開始するまでの間、焼却炉等基幹的設備を延命化するため、令和４年度から６年度の３か年で改良工事を行う。

	・町道改修事業（継続：土木課）
	１２９，１５７千円

	車両及び歩行者の円滑な通行及び安全確保等を図るため、町道の舗装、側溝等の損傷箇所の修繕を実施する。


1
- 6 -

